
                                 

 

感染防止に努める 
校長 白井 正之 

 

新型コロナウイルスの感染者数が増え、不安の日々をお過ごしのことと思います。区内の小

学校の児童や教職員にも感染者が出ていますが、その多くは無症状で、PCR 検査の結果陽性と

判定されたものです。３月・４月のころは発熱してもなかなか検査をしてもらえず困っていた

状況がありました。それに比べると、今は発熱があったり濃厚接触者と判定されたりするとす

ぐに PCR 検査を受けることになります。無症状でも自費で PCR 検査を受けることができるよ

うになり、検査数が大幅に増えています。だから単純に感染者数で比較することはできないと

思います。ただ、警戒するべきことは、高齢者の感染者数の増加と重症患者数の増加が進んで

いることです。若い人は軽い症状で済む人が多いようですが、治療が終わっても後遺症が続き

苦しんでいる人も多くいるようです。だから、油断なく感染防止に努める必要があります。 

すべての人が PCR 検査を受けることができ、陽性者が陰性になるまで隔離されるようなこと

ができれば、安心して行動できるようになりますが、現実にはそんなことができません。どこ

かに無症状の陽性者がいるのです。無症状の人から感染することも考えられます。ほかのとこ

ろで陽性者が出て、その濃厚接触者の追跡調査の結果、何日か後に PCR 検査を受けて陽性者に

なるケースもあります。常にソーシャルディスタンスを意識して、人のそばではマスクをし、

三密を避け、空気の入れ替えを心がけていかなければなりません。バスツアーのカラオケでク

ラスターが発生した例からも、歌を歌ったり大声を出したりすることも避けていかなければな

らないと思います。 

湿度が下がると飛沫の飛ぶ距離が大幅に増えるそうです。昨年度の卒業記念品でいただいた

各学級分の加湿器に加えて、PTA で音楽室や図工室など特別教室分の加湿器を購入していただ

きました。また、サーキュレーターを各部屋分購入し、空気を回すようにしています。換気と

加湿はしっかり行うようにしています。台東区感染症予防ガイドラインで、ドアノブや手すり、

蛇口栓やスイッチなどの消毒を１日１回することと示されていますが、本校では念のために１

日２回行っています。掃除は先生と４人の当番で残って行っています。掃除道具も床ふき用ワ

イパーを購入し、1 回使えば取り換えて、床の雑巾がけはしないことにしました。 

栄養士の研修会で台東区保健所の新型コロナウイルス担当係長に話をおうかがいし、給食の

配膳台の清掃の仕方もすぐ切り替えました。アルコールを吹きかけて布巾で拭くのはよくなく

て、水拭きをきちんとすることが大切だそうです。手もアルコールを吹き付けるより、泡石鹸

で指先から手全体をしっかり手洗いした方がずっとよいそうです。それができないときは手全

体がしっかり濡れるようにアルコールを吹きかけてこすり合わせることがよいということでし

た。また、家庭にウイルスを持ち込まないために、上着は玄関で脱ぐことと泡石鹸でしっかり

手洗いをすることが大切ということでした。洋服についたものも洗剤で洗濯すれば落ちるので

心配しなくてよいということでした。部屋の拭き掃除も大切ということでした。マスクも着脱

はひもを持つこと、使い終わったら使い捨ては袋に入れて捨てること、洗えるものはすぐ洗剤

で洗うことが大切だということでした。 
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台東区移動教室 

６年 白石 芳江 

１１月２４日、２５日の一泊二日で、台東区移動教室を行いました。例年、６年生は、夏休

みの日光林間学園を行いますが、今年は浅草ビューホテルに宿泊するという初の試みとなりま

した。 

１日目は、学校で給食を食べた後、かっぱ橋道具街の元祖食品サンプル屋で『食品サンプル

作り』と浅草５６５６会館での『雷おこし作り』の体験をしました。上手くいくのかと心配し

ていましたが、『食品サンプル作り』では、本物と見間違えるような『エビの天ぷら』や『レタ

ス』を仕上げたり、『雷おこし作り』では、出来立てほやほやのおいしいおこしを食べたりと、

とても充実した体験活動を行うことができました。夜には、スカイツリーの展望台からの夜景

を楽しみました。ホテルでは、おいしい夕食や朝食に舌鼓みを打ちました。中でも朝食は、た

くさんのお料理がお替わりできたり、フリードリンクだったりと大満足。予定時間をオーバー

するほどおいしくいただき、お腹がいっぱいになりました。また、ホテルの方からのメッセー

ジカードと共に、学校名が刻まれたお箸が一人一人にプレゼントされるなど、地域の子供たち

のために、様々なもてなしをしてくださったことに感激しました。 

２日目は、江戸東京博物館でグループ活動をしました。途中、雨に降られることもありまし

たが、全員元気に帰校することができました。 

笑顔あふれる移動教室を通して、楽しい思い出を作ると共に、様々なことを学ぶことができ

たと思います。この経験を今後の学校生活に生かしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異学年交流『１年生と遊ぼう』 

６年 矢代 涼 

１１月１８日、１９日に、６年１組と１年１組の児童が一緒に遊ぶ『１年生と遊ぼう』を行

いました。6 年生と１年生が混ざって６グループに分かれ、グループごとに１年生と一緒に楽

しむことができる遊びを６年生が企画し、計画を立てました。校庭・体育室・教室に分かれ、

それぞれの遊び場で交流をしました。それぞれの場所で、とても

楽しそうに笑顔いっぱいで遊んでいる１年生の姿が見られまし

た。それを見た６年生も満足そうな顔をして教室に戻ってきまし

た。６年生にとっては最上級生として低学年のお世話をすること

ができ、１年生にとってはお兄さん、お姉さんたちとの触れ合い

の機会ができたよい活動となりました。１２月には６年２組と１

年２組の交流もあります。同じ学年の児童との横のつながりだけ

でなく、異なる学年の児童との縦のつながりも大切にしながら学

校生活を送ってほしいです。 

 

 



バンドコンサートに向けて 

田原バンド担当 一條公司 

 例年行われているバンドコンサートですが、今年度は新型コロナウイルス感染防止の実情を

踏まえ、開催方法を変えて行わざるを得ない状況になってしまいました。今回は午後 1 時から

の開演で、バンド部員のご家族だけをお招きしての開催といたしました。楽しみにしていてく

ださった他の皆様方には大変申し訳ない気持ちで一杯ですが、どうかご理解いただきたいと存

じます。 

 今年度は大幅に活動開始が遅れ、活動内容や方法が制限される中、子供たちは精一杯頑張っ

て練習してきました。今できることを一人一人が頑張ろうという気持ちで現在も練習に取り組

んでいます。 

 ４年生２３名、５年生３７名、６年生２４名の部員一同が、心を一つにして演奏する田原バ

ンドの音楽をご来場の皆様方にお届けするために、本番の日まで、楽器と向き合い、音と向き

合い、仲間と寄り添いながら、少しでも音と心を磨き成長していきたいと思っています。今の

私たち田原バンドができることを精一杯表現することで、これまで支えてくださったご家族や

多くの方々に感謝の気持ちを伝えられるコンサートにしたいと思います。そして演奏の後には、

たくさんの大きな拍手をいただけましたならこんなに嬉しいことはありません。その温かい拍

手は、きっと、これからの田原バンドの大きな力となっていくことと思います。今後とも田原

バンドをどうぞよろしくお願いいたします。 
 

フラッグ隊発表会 

フラッグ隊担当 稲山 綾香 

いつもフラッグ隊の活動を温かく見守っていただき、ありがとうございます。現在、フラッ

グ隊では３５名の児童が活動しています。新型コロナウイルス感染症の対策を行いながら、朝

早くから集まり、６年生を中心に練習を頑張っています。 

 今年度は『下町七夕まつりパレード』や『浅草サンバカーニバル』が中止になるなど、イベ

ントでの発表の場がなくなってしまい、目標をもった練習がなかなかできませんでした。しか

し、児童の発表したい思いが形となり、１２月１４日に『フラッグ隊発表会』が実現すること

となりました。６年生が進行を行い、各学年で練習してきた曲での発表や、３学年全員で心を

一つに合わせた発表を行います。６年生は発表したい曲での演技を話し合って決め、振り付け

を考えるところから頑張っています。６年生はこの発表会を最後に引退することになります。

見ているみなさんに元気を与えられるようがんばりますので、発表の後には大きな拍手をどう

ぞよろしくお願いいたします。 
 

生活指導部より 

                                生活指導主任 高橋 浩之 
 １１月の生活目標は『ものを大切に使おう』でした。１１月のお子さんの様子に物を大切に
使おうとする様子が見られたでしょうか。次に使う人の存在に気付き、どうすればよいのかを

考え、行動する気持ちを身に付けてほしいという思いで学校では指導しています。すべての児
童が物を大切にする気持ちをもてるようこれからも指導していきます。 
 １２月の生活目標は『清潔な生活を心がけよう』です。今年、新型コロナウイルス感染症の
対策として、手洗いは例年以上に大切なマナーとなりました。しかし、一部の児童ではありま
すが、ハンカチをランドセルや上着に入れたままで必要な時に活用できていない様子も見られ
ます。せっかく手を洗っても、ハンカチが汚れたままだと、また汚れがついたり、細菌が増え
たりすることにつながります。石鹸でしっかりと手を洗い、清潔なハンカチで手を拭き、清潔
な手でおいしい給食を食べ、健康な生活を送れるよう指導していきます。 


